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Nephrology Dialysis Transplantation に投稿，同年岡山大学大学院を卒業，学位を取得した．平成18年に























































































NDﾝWT NDﾝKO DMﾝWT DMﾝKO
血圧
(mmHg） 96.8±3.9 99.7±7.6 106.0±2.7 110.1±1.5　
体重（ℊ） 32.8±1.5 33.3±0.7 　18.7±0.8＊ 25.2±1.2‡†
腎重量
(㎎/g BW） 11.2±0.5 12.1±0.4 　25.3±1.1
＊ 19.1±1.6‡†
HbA1c（％）  3.7±0.1  3.7±0.2 　 9.9±0.5＊  9.6±0.2＊
Ccr
(㎖/min/g BW）  6.5±1.3  5.5±0.8 　25.2±3.9
＊ 21.0±3.8＊
T cho
(㎎/㎗） 84.0±1.4 80.0±3.8  125.2±8.3
＊ 94.0±3.9‡†
過酸化脂質










































DMﾝWT：糖尿病 SRﾝA＋/＋マウス，DMﾝKO：糖尿病 SRﾝA－/－マウス，NDﾝWT：非糖尿病 SRﾝA＋/＋マウス，NDﾝKO：非糖尿病 SR
ﾝA－/－マウス
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Ｂ マクロファー ジの組織浸潤における SRﾝA の役割
図５　Ⅳ型コラーゲンに対するマクロファージの接着と抗 SRﾝA 抗体の接着阻害効果
Ａ｡ マクロファージのⅣ型コラーゲンに対する接着は抗 SRﾝA 抗体によってカルシウムイオンの存在下，非存在下のいずれの条件にお
いても抑制された．Ｂ｡ マクロファージの細胞外マトリックスへの浸潤には Adhesion と Migration の過程が必要である．Ⅳ型コラー
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